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※各研修は、応募者多数の場合、締め切りを早めることや、先着順等で受講者を決定するこ

とがあります。 

    

研 修 名 ページ 申込期限 

係⻑ 2〜5 年次研修 

・ストレスマネジメント研修 

・困難クレーム対応研修 

・問題解決⼒向上研修 

P.２ 11 ⽉ 11 ⽇（⾦） 

課⻑昇任 2 年次研修（危機管理・防災研修） P.４ 11 ⽉４⽇（⾦） 

研修受講に関するお知らせ P.７   

LMS（学習管理システム）での申込⽅法 P.９   

上⻑（承認者）操作マニュアル P.17   

今月号（令和４年 10 月号）掲載の研修一覧 

⽇程等の詳細については、各研修の掲載ページにてご確認ください。 
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係長にとって必要な、部下のサポートや、円滑な職場運営に役立つスキルが身に付きます。 

２～5 年次以外の係長の方もご受講いただけます。 
 

 

『ストレスマネジメント研修』  

自分や周囲にとってのストレスの原因を理解し、適切な対処法

やポジティブな思考法を身につける。 

ストレスへの耐性を高め、自分自身及び職場におけるモチベー

ションの維持・向上を図る。 

『困難クレーム対応研修』 

一般的な対応では解決が困難なクレーム（ハードクレーム）の

見極めや、個人対応から組織的な対応に切り替えるポイントなど、実践的な応対スキルを習得する。 

『問題解決力向上研修』 

複雑な課題に対して、多角的な視点からもれなく問題を洗い出し、具体的な問題を特定する力や、問

題の真の原因を追及する力を身に着ける。 

解決すべき問題の優先順位づけや、その整理方法を習得する。 
 

 

係長級職員一般（外郭団体固有職員を含む）※外郭団体固有職員については、各３,000 円の受講料が必要です。  

※係長昇任２～５年次以外の係長級職員の方も受講可能です。 

※9 月 30 日までに LMS にて基礎研修をご受講いただいた方には、後日メールにてご案内いたしま

す。 

  

 

研修名/日  時 講  師 カリキュラム 

 

ストレスマネジメント研修 

令和 4 年 11 月 28 日（月） 

14:00～17:30 

株式会社 

ヒューマンブリッジ 

講師：佐々木 拓哉 

・ストレスマネジメント 

・柔軟な思考を養う 

・組織や部下の状態の理解        他 

 

困難クレーム対応研修 

令和 4 年 11 月 29 日（火） 

14:00～17:30 

株式会社 

Cube Roots 

講師：津田 卓也 

・クレームとは何か、クレームの種類 

・クレーム対応の基本手順 

・難しいクレームの事例と対応方法 

・クレームの組織対応       他 
 
問題解決力向上研修 

令和 4 年 12 月 12 日（月） 

14:00～17:30 

 

株式会社インソース 

講師：佐藤 浩司 

・問題とは何か 

・問題解決の流れ、問題の発見 

・現状把握・調査 

・解決策の策定          他 
 

※場所はいずれも職員研修所（神戸商工貿易センタービル 22 階） 

１．目 的 

２．対 象 

３．日時・講師・カリキュラム 

係長２～5 年次研修 

ストレスマネジメント・困難クレーム対応 
問題解決力向上研修 

 

希望選択制 
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神戸市 LMS にログインし、下記の集合研修のタイトルを検索し、希望するコースを申し込んでくださ

い。 
★注意★ e ラーニング（基本研修）の申込フォームと間違えないようご注意ください。  

研修形態 学習対象 LMS 研修名（タイトル） 

e ラーニング 
（基本研修） 

カリキュラム 「2022 係長 2～5 年次 〇〇研修」 

集 合 研 修 

（応 用 編） 
イ ベ ン ト 「2022 年度 係長２～５年次研修「集合研修」（行財政局職員研修所）」 

※この研修は、いずれも応用編です。受講前に、それぞれのテーマの「e ラーニング（基本研修）」をご

受講ください。e ラーニング（基本研修）の内容は、下記 ※参考 をご覧ください。 

※申込にあたりマネジャー（所属長）の承認が必要です。 
【締切：11 /11(金)】 

 
 

（1）  研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、受講を見合わせて

ください。 

（2）  その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（3）  研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（4）  本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続、交通費の支給

等）を行ってください。 

（5）  外郭団体固有職員の受講料 ３,000 円 ※一部のみ出席の場合も同額。 

受講料は、研修プログラム終了後に送付する納付書により指定期日までにお納めください。 

（6）  研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

（7）  研修を受講するにあたり配慮が必要な方は、事前に職員研修所までご連絡をお願いします。

（手話通訳が必要、車いすを利用しているため通行の妨げにならないよう机の配置を配慮し

てほしいなど） 

 

係長昇任 2～５年次研修 e ラーニング研修 

以下のメニューの中から、任意の研修を１つ以上選択してご受講ください。 

 
神戸市 LMS にログインし、５～７の希望する基本研修を e ラーニングでご受講の上、集合研修を

申し込んでください。 

※申込にあたりマネジャー（所属長）の承認が必要です。 

 

【行財政局職員研修所：中川・豊洲 Email：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

 

No e ラーニング研修名 集合研修（任意受講）の有無 受講期間 

１ リーダーシップ研修 

なし 

 

令和４年８月 22 日（月）～

10 月 20 日（木） 
２ 論理的な文章の書き方研修 

３ ファシリテーション研修 

４ 説明力強化研修 

５ 困難クレーム対応研修 

あり 

 

令和４年８月 22 日（月）～

12 月 20 日（火） 
６ 問題解決力向上研修 

７ ストレスマネジメント研修 

５．その他 

４．申込方法 

 先にこちらを 
ご受講ください 

※参考 
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私たち自治体職員は、近い将来に発生する確率の高い「南海トラフ巨大地震」、テロ、新たな感染症、

想定していない危機など、様々な危機に対処していく必要があります。 

特に、課長級職員は、危機に備えるための日頃からの取組や危機発生時の対処について中心的な役割

が期待されています。 

本研修では、防災や危機対応に関する専門知識を深め、状況不明下での意思決定・指揮やリーダーに

求められる資質、危機対応能力等の向上を図ります。 

 
 

（１） 課長昇任 2 年目（令和２年 4 月 2 日～令和３年 4 月 1 日に課長級に昇任）の職員 

※該当者には個別にご案内を送付しますので、お申し込みは不要です。 

（２） 昨年度以前の受講対象者で未受講の課長級職員、外郭団体固有職員 

※外郭団体固有職員については、5,000 円の受講料が必要です。                       
 

（１）日時：（ｅラーニング形式） 令和４年１１月１４日（月）から令和４年１２月５日（月） 

    （講義形式）Ａコース：令和４年１２月８日（木）１３：３０～１７：３０ 

Ｂコース：令和４年１２月９日（金）１３：３０～１７：３０ 

（２）場所：（講義形式）神戸市職員研修所（神戸市中央区浜辺通 5-1-14 神戸商工貿易センタービル 22 階） 

 

（１）国立研究開発法人 防災科学技術研究所 災害過程研究部門 主幹研究員  宇田川
う だ が わ

 真之
さねゆき

 氏  

 

 

 

 

（２）元神戸市災害対策本部報道担当  丸一
まるいち

 功光
よしてる

 氏 

 

 

 

 

 

（３）建設局総務課（丸森町役場災害復旧対策室）  木村
き む ら

 泰三
たいぞう

 氏 

 

 

 

 

課長昇任２年次研修 
（危機管理・防災研修） 

 
１．目 的 

３．日 時・場 所 
 

２．対象者 
 

４．講 師 

（略 歴） 

東京大学地震研究所、人と防災未来センター等を経て、令和２年４月より現職。専門は災害情報・

被災者支援など。神戸市の災害時物資円滑供給検討会、兵庫県の防災会議総合部会、内閣府の防災ス

ペシャリスト養成企画検討会、地方公共団体の受援体制に関する検討会や受援計画策定等に参画。 

（略 歴） 

昭和 50 年神戸市に入庁。平成７年の阪神・淡路大震災発生時には市長室広報課で報道対応に従事。

その後、消防局総務部長や神戸市看護大学事務局長などを経て、平成 29 年３月に定年退職。公益財

団法人こうべ市民福祉振興協会常務理事兼シルバーカレッジ事務局長、一般財団法人神戸在宅医療・

介護推進財団 常務理事を経て、令和４年３月に退職。 

（略 歴） 

昭和 63 年神戸市に入庁。平成 30 年の７月豪雨や相次ぐ台風発生時には灘区総務課長として、灘

区災害警戒本部の設置・運営、緊急避難場所の開設・運営、関係局室・関係機関との連絡調整、灘区

篠原台で発生した土砂災害への対応等に従事。令和４年４月より現職。 
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【e ラーニング形式】 

時 間 内    容 

危機管理・防災の基礎知識 

（約 40 分） 

○研修ガイダンス（危機管理室） 

○危機管理・防災の基礎知識（危機管理室） 

・神戸市職員として必要な危機管理や防災に関する基本的な知識 

・危機発生時の対処と役割 

（基本指針・地域防災計画・国民保護計画等・標準化・災害対策・役割連携等） 

自然災害発生時の自所属 

ＢＣＰについて 

（約 60 分） 

〇自然災害発生時の自所属 BCP について（宇田川 真之氏） 

南海トラフ地震をモデルに、以下の内容を学ぶ 

・自然災害対応時の初動期から中長期における自治体の役割 

・自所属の業務継続計画 

・課長級としての役割 

 

【講義形式】 

時 間 内    容 

13:30～13:35(5 分) ○オリエンテーション(職員研修所) 

13:35～13:45(10 分) ○研修ガイダンス（危機管理室） 

13:45～15:15（85 分） 

※途中休憩 5 分含む 

〇平成 7 年 阪神淡路大震災（40 分）「阪神淡路大震災における広報」 

（丸一 功光氏） 

〇平成 30 年７月豪雨（40 分）「平成 30 年７月豪雨対応について」 

（木村 泰三氏） 

 15:15～15:20（5 分） 休憩 

 15:20～16:05（45 分） 

○講師とのディスカッション  

（コーディネーター：宇田川 真之氏、演者：丸一 功光氏、木村 泰三氏） 

神戸市が経験した危機対応事案についての発表 

グループでの振り返り 

発表者とのディスカッション 

 16:05～16:10（5 分） 休憩 

16:10～17:25（7５分） 
〇グループワーク（宇田川 真之氏） 

国民保護事案の初動期の「危機対応時のジレンマ」についてのロールプレイ 

 17:25～17:30（5 分） 事務連絡（アンケート等） 

 

  
 

受講を希望される方は、神戸市 LMS（学習管理システム）にログインし、【2022 年度課長昇任

２年次研修】を検索し、申し込んでください。定員を超えた場合は、キャンセル待ち申込が可能

です。                         【先着順 締切：11／４（金）】 

※申し込み完了後、「件名:神戸市 LMS: 研修受講登録完了のご連絡メール (研修名: 【2022 年度

課長昇任２年次研修】 )」が届きます。 
※外郭団体固有職員については、神戸市LMS アカウントの付与対象外であるため、申し込みの前に

神戸市LMSアカウントの付与を申請する必要があります。 

【外郭団体固有職員申請フォーム】 

https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a7

69d880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a 

※受講申込者の方には、e ラーニングの受講方法について、後日 E メールでお知らせします。 

６．申込方法 

５．カリキュラム（予定） 
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（１）研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、欠席もしくは日程変更を

してください。 

（２）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（３）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（４）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・交通費の支給等）を

行ってください。 

（５）研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

（６）外郭団体固有職員の受講料 ５,000 円  ※一部のみ出席の場合も同額。 

受講料は、全てのカリキュラム終了後に送付する納付書により指定期日までにお納めください。 

（７）研修を受講するにあたり配慮が必要な方は、事前に職員研修所までご連絡をお願いします。（手話

通訳が必要、車いすを利用しているため通行の妨げにならないよう机の配置を配慮してほしいなど） 

 

 

 

【行財政局職員研修所：中川・柳瀬 Email：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

   【危機管理室：椛山・山本 Email：kiki_response@office.city.kobe.lg.jp】 

 

 

７．その他 
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 各研修は、神戸市 LMS(学習管理システム)にログインし、当該研修のページから申し込んでくだ

さい。申し込みにあたっては、必ず所属長の了承を得てから行ってください。(担当者・係長級職員

が神戸市 LMS で申し込みする場合は、申し込み後、マネジャーへの承認依頼が E メールで通知され

ます。) 

 神戸市 LMS へは、事務処理用 PC の場合、インターネット PC からアクセスしてください。ご自

身で所有する端末(PC、タブレット、スマートフォン)からもアクセス可能です。(通信料は個人負担) 

 

神戸市 LMS <https://lms-kobe.csod.com/> 

 

 

 

 

 

 

神戸市 LMS を利用するには初期設定が必要です。以下の URL からご覧いただけます。 

<https://www.city.kobe.lg.jp/a98228/lms_kobe/faq.html> 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 １．外郭団体固有職員の神戸市 LMS アカウント利用料 

（１）年間アカウント約 1,300 円 

※ ひとつのアカウントを、複数の職員で利用することができますが、同時利用はできません。 

※ 同じ集合研修に 2 名以上の職員で申し込む場合には、職員の数のアカウントが必要です。 

（２）一時アカウントひとつのコンテンツ(★)につき約 500 円 

★コンテンツとは、e ラーニング、学習教材、集合研修などを指す 

※ 同じ集合研修に 2 名以上の職員で申し込む場合には、必要数のアカウントが必要です。 

 

 

 

 

〇 LMS(学習管理システム)のアカウント利用料について 

研修受講に関するお知らせ 
 

〇 研修の申込みについて 
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２．神戸市 LMS を利用するまでの手順 

（１）専用フォームより申請 

<https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a>  

（２）職員研修所よりアカウント付与・ユーザーID 等のご連絡 

(通常、申請日翌日より起算して５開庁日以内)  

（３）利用者が初期設定を実施する  

 

３．その他 

費用は年度末に精算します。詳細は、別途通知します。 

※ 研修受講にあたっては、神戸市 LMS アカウント利用料の他に、個別の研修の受講料、交通費が発

生します。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

内容 
1 当該研修へのアクセス ....................................................................................................... 10 

1-1.表示されている研修メニューから選択する場合 ........................................................ 10 
1-2.検索する場合 ............................................................................................................... 11 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

1 当該研修へのアクセス 

2 通りの方法があります。 
1-1.カルーセル(赤枠)から選択する場合 
赤枠をクリックします。 
※集合またはオンライン研修(e ラーニング以外)の場合は、「イベント」と表示されます。
(⻘枠) 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

1-2.検索する 
右上か中央の検索バーに、研修だよりなどに記載の研修名を入力して検索します。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

2.申込 

当該研修のページが開きます。 
「セッションの詳細」という表記で、実施日などの詳細が表示されます。 
「詳細を表示」の右をクリックすると、「申込」などが開きます。 
申し込む場合は、「申込」をクリックしてください。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

トップ画面のカルーセルに表示させたい場合は、「詳細を表示」の一時保存をクリックして
ください。 

 
学習者ホームの一時保存に表示されます。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

＜参考＞ 
「詳細を表示」をクリックすると、セッションの詳細が開きます。 

 
セッションの詳細を開いた画面です。こちらからも、申し込みや一時保存が可能です。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

3.完了 

申込が完了すると、左下に表示が出ます。また、担当者・係⻑級職員が申し込んだ場合
は、マネジャーに承認依頼が E メールで発出されます。(到達までに最大 24 時間かかる場
合があります。急ぐ場合は、マネジャーへ別途お伝えください。) 

 
この画面で、申請完了の表示を確認できます。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

4.申込からの流れ 

定員を超えている場合は、キャンセル待ちという扱いになります。(キャンセル待ちを受け
付けない研修の場合は、申し込みができません。) 

① 神⼾市 LMS で申込もしくはキャンセル待ち申込 

↓ 
※承認依頼 E メールが、申込後 24 時間以内にマネジャーへ届く。 
※急ぐ場合はマネジャーへ別途お伝えください。 

 

②(担当者・係⻑級職員のみ)マネジャーの承認 

※E メールが、マネジャー承認後、24 時間以内に申込者へ届く。 
↓ 

③(ある場合は)事前課題の受講 

↓ 

④(オンラインの場合は)URL 等の通知(E メール) 

↓ 

⑤研修への参加 

※研修への参加を確認し、研修主催者が出席登録をします。 
↓ 

⑥(ある場合は)アンケート、事後課題の提出 
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上⻑（承認者）操作マニュアル 
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１. 部下の研修を承認／却下する 
部下が申込んだもしくは管理者から割り当てられた研修に上⻑の承認が必要な場合、承認依頼を確認し、承認もし
くは却下します。 
1) 承認者アカウントにてログインします。 

URL︓http://****.csod.com 
 
2) 任意画面の右上ナビゲーションメニューより「レポート」＞「標準レポート」をクリックします。 

 
 
3) 「社員情報の確認」タブより「保留中の申込」レポートをクリックします。 

 

 
4) 部下が承認待ちとなる研修一覧が表示されます。 

承認／却下するには、オプションの承認「✓」もしくは却下「×」ボタンをクリックします。 
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5) 承認もしくは却下ボタンをクリック後、コメントを⼊⼒し、「送信」をクリックします。 
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２. 部下に研修を割り当てる 
1) 学習検索から部下に割り当てしたい研修の「・・・」をクリックし、「割り当て」をクリックします。 

 
 
学習詳細ページから部下に研修を割り当てしたい場合、「割り当て」をクリックします。 
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2) 下図のように、期日設定、コメント追加、割り当て対象者を選択後、「送信」ボタンをクリックします。 

 

 

  

⇦「カレンダ」マークをクリックし、 
部下の受講期限を設定します。 

⇦コメントを記⼊します。 

⇦☑ユーザーを自動登録にチェックを⼊れます。 

⇦ステータスが「なし」となる直属の部下を選択
します。「部下を含める」チェックボックスを⼊れる
と、対象部下の部下まで割り当てされます。 

⇦自分の部下の部下たちに割り当てするに
は、「非直属の部下の選択」にて対象者を
選択します。 
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３. 部下の受講状況・受講履歴確認 
1) 任意画面の右上ナビゲーションメニューよりご自身のプロフィール写真をクリックします。 

 
 

2) 「チームの表示」ボタンをクリックします。 
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3) ご確認されたい部下の名前をクリックします。 

  
 

4) 上部「トレーニング受講リスト」をクリックし、アクティブで部下が受講中および受講予定の状況を確認することができま
す。 
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5) ステータスのフィルタを「完了」にし、部下過去の受講歴を確認することができます。 

 

 
以上 
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